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（別紙様式＝小学校用）
都道府県番号 １

都道府県名 北海道

【 ①□ ②レ ③□ 】
＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 帯広市立帯広小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

2 1 1 1 1 2 1 9学級数
46 31 28 27 23 38 8 201 22児童数

Ⅱ 研究の概要
(１)研究主題
自ら進んで考え、心豊かに表現する子どもの育成～豊かな学力を身につける『ひらかれた学習』へのアプローチ～、

（２）研究主題設定の趣旨

○研究の見通し(仮説)
（１）一人一人の個に応じた指導のあり方を工夫しながら、基礎・基本を重視した確かな学力の定

着と向上を図ることにより、子どもの学習の意欲を喚起し、学びがいを感じさせ、豊かな学力
の育成を図ることができる （基礎・基本～国語・算数）。

（２）教師が一人一人の子どものよさを認め、共感的な理解をするとともに、子ども相互が啓発し
合い、表現力を高め合い、心をひらき合うことにより、自分のよさを発揮し、互いの立場を尊
重してよりよく表現するようになる （表現～教科・道徳）。

（３）一人一人の思いや願い、興味・関心に基づき、生活とかかわる単元を開発し、多様な体験的
活動を重視した場面を設定することにより、多様な思考・判断・表現を生み、考えや思いを生
き生きと表し、さまざまな考えを受け入れ、自らの考えを確かなものにする中で、自らの生き
方を見つめることができるようになる。(表現～総合)

○研究の内容・方法
（１）発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発
・ノートのまとめ方、発表の仕方、家庭学習などの発達段階を考えた学び方の開発
・国語と算数において、自分の課題や興味・関心、理解の状況を選択し、学習を進めることがで
きる教材・教具の開発

・国語において、話合い活動を位置付けた年間計画と目標の設定
・日常的に取り組める話す力・聞く力・話し合う力を育てる活動の構想
・話合い活動ができる単元計画と話合いの手順、方法の研究

（２）個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫・改善
・国語と算数において、一人一人の理解の状況に応じた繰り返し指導の充実
・国語と算数において、興味・関心別学習、課題別学習、習熟の程度に応じた指導等指導方法の
工夫・改善

・道徳性と表現力を養うための道徳授業の実践と指導方法の工夫
（３）児童の学力の評価を生かした指導の改善
・漢字、読書、視写、音読・暗唱、計算などの日常的な取り組みの仕方
・学力検査の結果や日常の学習活動の実態調査と分析を活用した授業づくり

Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）
（１） 研究推進体制の工夫
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（２） 研究の実際
２年生「かけ算（１ 」単元の指導計画）

第 ○遊園地の乗り物に乗っている人数を調べよう （単位量のいくつ分という数え方を知る ）。 。
一 ○かけ算って何かを知ろう （かけ算の式と、記号「×」の使い方を知る ）。 。
次 ○かけ算を使って問題を解いてみよう 〔習熟の程度に応じたＴＴ：学習の方法によって選択〕。

○１そうの舟に５人ずつ乗っているときの全体の人数は？（５の段の構成 〔ゲームの活用〕第 ）
○１台に２人ずつのっているときの全体の数は？（２の段の構成 〔ゲームの活用〕二 ）
○５の段と２の段の九九を使って問題を解こう （身の回りの問題を解決することができる ）次 。 。

〔習熟の程度に応じたＴＴ：学習の方法によって選択〕

第 ○１台の に３人ずつ乗っているときの全体の人数は？（３の段の構成 〔ゲームの活用〕コーヒーカップ ）
三 ○１台の に４人ずつ乗っているときの全体の数は？（４の段の構成 〔ゲームの活用〕ジェットコースター ）
次 ○３の段と４の段の九九を使って問題を解こう（身の回りの問題を解決することができる）

〔習熟の程度に応じたＴＴ：学習の方法によって選択〕

第 ○今まで学習した九九の確かめをしよう （５、２、３、４の段）。
四 ○どれだけわかったか挑戦してみよう 〔単元末テスト〕。
次 ○コースに分かれて学習しよう 〔習熟の程度に応じたＴＴ：学習の方法によって選択〕。

。※ テストの結果等をもとに自分の 定着の状況を知りコースを選択する

チャレンジコース パワーアップコース

累加や積との関係に加え、交換 数を、同じ大きさの幾つ分とい
目 法則など既習の考え方が、九九の 目 う見方でとらえ、かけ算が用いら
標 構成に適応できることに気付くこ 標 れる場面を具体物で表したり式で

とができる。 表したりすることができる。

。 。 。共 列車１両に□人ずつ乗っています 列車は全部で△両あります 全部で何人乗っていますか

※ 全員での問題把握。具体物 提示などによるイメージ化。通

そのまま計算してみよう 教具を使って考えてみよう

①既習の九九から問題を 《評価場面》 ①不得意な段の子ども同士 《評価場面》コ
考える。 □ワークシー 集まり、問題を考える。

ー

②コース内で解答し合う。 トへの書込 ②具体物を操作しながら、 □具体物操作ス
内容 乗客の数を数え立式する の取組状況別

③なぜそうなるのか、理由 □グループで ③答えを出す。 □ゲーム内で学
の説明を考える。 の発言内容 の解答の状習

④九九カードを使い、問題 ④九九カードや九九カルタ 況
を出し合う。 を使ってゲームを行う。

○チャレンジコースで作成した問題について考える 〔まとめの問題〕共 。
○それぞれのコースから、式と答え、考え方について発表する 〔全体交流〕通 。

（３） 研究の成果と課題
研究の成果
（１）発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材開発

・日常の授業や朝の活動の充実、補充的な学習の時間の設定により、学び方を習得してきている。
自学自習や読書の習慣化が図られてきている。

（２）個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
・国語と算数において、指導形態の工夫や習熟の程度に応じた指導の実施により、学習意欲と学力

子ども同士で説明しあ
うことが、確かな理解
につながります。

ゲームを取り入れた
習熟のにより、確かな
理解を目指します。
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の向上が見られた。
・国語において、音読活動や話合い活動の意図的計画的な取り組みにより、論理的かつ明確に話す
ことができるようになってきている。

・算数において、分数のかけ算（ 年算数）の学習では、習熟の程度に応じた指導の実施前では、6
目標の実現状況がＡ（ 名 、Ｂ（６名 、Ｃ（２名）だったのに対し、実施後はＡ（ 名 、Ｂ12 19） ） ）
（１名 、Ｃ（０名）と理解の状況が向上し、習熟の程度に応じたきめ細かい指導の効果が見ら）
れた。

（３）児童生徒の評価を生かした指導の改善
・標準学力検査の結果を踏まえ、国語と算数の各観点別学習状況について、評価方法を工夫し、指
導の改善に生かした。

今後の課題
（１）単元の評価計画の緻密化と指導と評価の一体化を具体化した授業づくり
（２）日常的な授業に生きる補助簿の工夫
（３）より子どもの実態に適した、学力向上につながる教材開発の蓄積（算数）
（４）全ての学習の基礎・基本となる国語科における言語事項を中心とした、子どもの理解の程度に応

じた教材開発と実践

学力等把握のための学校としての取組
○ 教研式標準学力検査の実施

実施目的：客観的な学力の把握と今後の指導の資料とする。
実施時期： 月下旬（今年度は 月 ・ 日）1 1 29 30
実施内容： ・ 年生～国語・社会・算数・理科 ・ 年生～国語・算数3 5 4 6
教科ごとの結果を、観点別に全国結果と比較分析し、指導の資料としている。

○アンケートの実施
特に、習熟の程度に応じた指導をとらえた子どもや保護者の意識調査を行い、結果を分析し、今後

の研究の推進の資料としている。

（４） 研究成果の普及の方策
○平成 年 月 日(金)第 回教育実践発表会開催15 10 10 14
○学校ホームページ（フロンティアスクール研究内容を含む） 月公開予定3
○平成 年 月 日(金)第 回教育実践発表会開催予定16 10 1 15

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ○ １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ○ ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 ○ 少人数指導 ○Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科） ○ 国語 社会 ○ 算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 ○その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ○ 有 無

【特色ある取組事例としての紹介したいポイント（都道府県教育委員会記入 】）

本校では、国語科と算数科を中心に指導形態の工夫や習熟の程度に応じた指導の工夫に努めており、
知識や技能はもとより、学習意欲の向上が見られるなどの成果を上げています。
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